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2024年 11月 24日発行 

教会の中におられる神様 

ソ・ウォンハ神父 

2024年前、この世界にイエス様が来られ、死と復活、昇天を通して今に至るまで私たちに教えてくださった

１つの事実があります。それは旧約から新約にまで引き継がれている１つの約束は、「神様が私たちを愛して

おられる」ということです。使徒たちを始め、教会はこの愛の約束を深く感じ、全てのものにその福音を、愛

を伝えてきました。遠いイスラエルから始まった出来事がアジアに至り、2000年を時を乗り越えて今の私たち

にまで引き継がれています。 

さて、ものすごい勢いで広がった福音ですが、いつも嬉しいことだけが続いてきたわけではありませんでし

た。神様と隣人への愛で結ばれている教会ですが、ときには遠回りをしてしまったり、間違った道に落ちてし

まったこともありました。豊かな時代があれば、乏しい時代もありました。立派な建物にたくさんの人々が集

う時代もあり、集う場所がなくて2-3人しかいない時代もありました。賛美と喜びが溢れる時代があり、嘆き

悲しむ時代もありました。しかし、どんな時でも「教会」は、神様を愛し、隣人を愛する共同体は辛い状況を

乗り越えて希望をもって歩み続けています。 

懐かしく輝いた時代を思い出すと今の教会は困ったようにみえるかも知れません。子供たちと若い人は見え

なくなり、色んな活動や人材も減っていること、修繕と維持にも負担があるのは事実です。しかし、「教会」

は利益を求める企業ではなく、華麗な儀式をお披露目する舞台でもありません。「教会」とは神様を愛し、隣

人を愛する人たちの集いです。そしてこの愛は絶えず私たちを愛してくださる神様から始まったものです。た

とえ災害で建物が崩れても、揉め事で争いがあっても、何度でも私たちを赦して下さった神様の愛のように、

何度も心を悔い改めて愛するために立ち上がった方々のお陰で、今も教会(共同体)には、愛が引き継がれてい

ます。 

私たちが共に感じた喜び、労苦、悲しみ、楽しさ。その中で神様もいつも共にいて下さいました。分かち合

う言葉の中に、悩み迷う考えの中に、赦し合って仲直りする中に、力を合わせる中に神様はおられました。目

に見えない神様を探していますか？神様の愛を感じたいですか？今すぐ側に居る方と出会って愛して下さい。

その方を愛している内に神様はおられます。 

 

 

 


